
同 時 開 催

主催 ： 日本食糧新聞社

The World Food And Beverage Great EXpo 2017 in KANSAI 

第5回 業務用専門展惣菜デリカ・弁当・中食・外食・給食・配食

主催 ： 日本食糧新聞社／協同組合全日本洋菓子工業会（世界洋菓子・パン連盟日本本部）

Dessert Sweets & Bakery Festival 2017 in KANSAI

第5回 商品開発専門展和菓子＆洋菓子・中食・外食産業

カフェ&ドリンクExpo 関西

2017年10月11日水～13日金
インテックス大阪 10：00～17：00

（3日間共通）

出展のご案内

〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町2-7-10 茅場町第3長岡ビル
☎03-5651-7171　FAX.03-5614-3011　

第2回 FASE関西2017 事務局
（株）日刊工業コミュニケーションズ内

●出展の取り消し

出展申込受理日から2017年 7月 31日迄 出展料の 50％

2017年 8月 1日以降 出展料の 100％

出展申込者の都合により、取り消し・解約があった場合、下記のキャン
セル料をお支払いいただきます。

●出展の取り消し

2017 年 6月 30日（金）以降 出展社説明会前日まで 出展料の 50％

2017年 出展社説明会当日以降 出展料金の全額

出展申込者の都合により、取り消し・解約があった場合、下記のキャン
セル料をお支払いいただきます。

●出展規格（1小間） ●出展料金

1小間用
 50,000円（税別）
2小間用
 80,000円（税別）
3小間用
 100,000円（税別）

❶社名板
❷システムパネル
❸カーペット（色選択可）
❹パラペット

パッケージブースに
含まれる設備

通常出展料金に追加して、1～3小間の出展社様に限りご利用いただける、
基本的な設備を備えたプランです。

さらに追加での装飾をお考えの場合は各自ご用意いただくか、主催者事務
局へお問い合わせください。

●パッケージブース（1～3小間の出展社様限定） ●トータルサポートサービス

ブースデザイン・設置、スタッフ・備品等手配から事務作業一式まで、出展全般
をサポート。出展小間位置の優遇もいたしますので、出展お申込みの段階での
ご検討をお勧めします。プランご利用料金は別途、お見積りを提出いたします。

◆ブースデザイン・装飾・施工

出 展 要 項

有 料 オ プ シ ョ ン

申し込みから展示会当日までのスケジュール 申し込みから展示会当日までのスケジュール

3.0m

3.0m

間口 3.0m×3.0m（9㎡）

１小間 270,000円（税別）
※スペースのみの料金となります。

FABEXフードテック関西に関するお問い合わせFASE関西に関するお問い合わせ

日本食糧新聞社 ビジネスサポート本部 展示会事業部
〒103-0028 東京都中央区八重洲1-9-9 東京建物ビル5F  ☎03-3271-4816

日本食糧新聞社 関西支社
〒530-0047 大阪市北区西天満5-2-18 三共ビル東館10F  ☎06-6314-4181

日本食糧新聞社 展示会運営事務局（エヌイーオー企画内）
〒104-0032 東京都中央区八丁堀3-22-11 八重洲第3長岡ビル9Ｆ  ☎03-3523-2755

検索ファベックス関西 http://www.fabex.jp/kansai/

検索FASE関西 http://biz.nikkan.co.jp/eve/fase/

2017年 6/30金

2017年 8月上旬（予定）

2017年 9/8金

2017年 9月中旬（予定）

2017年 10/9月・10火

2017年 10/11水～13金

出展申込締切

出展社説明会（小間位置発表）

出展料最終支払い期限

各種申請書類提出期限

搬入・設営

会　期

2017年 6/30金

2017年 7/31月

2017年 8月上旬（予定）

2017年 9月中旬（予定）

2017年 10/9月・10火

2017年 10/11水～13金

出展申込締切

出展料最終支払い期限

出展社説明会（小間位置発表）

各種申請書類提出期限

搬入・設営

会　期

食品工場自動化・
安全機器

出 展 分 野

第2回
FASE関西2017

食品加工機械・
厨房設備

出 展 分 野

第1回
FABEXフードテック関西2017

主催 ：

主催 ：

FABEX Food-Tech Kansai

FABEXフードテック
関西2017

第1回 食品･食材の加工･調理の最新技術を提案

関西唯一！ 食品製造に関する技術総合展
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前回の主な来場者 （合同開催展共通・食品機械にかかわる来場者を一部抜粋・社名50音順）

購読者層
食品工場、研究所、生産部門、
品質管理、総務などに携わる、
経営者、管理・監督者などが
主な読者層です

月刊食品工場長

少子高齢化が進む社会の中で、安全・安心な食品を安定的に供給しながら
事業体質を強化していくためには、生産におけるすべての工程での自動化・効
率化・省力化は避けて通れない課題です。
フードマシナリー関西は、生産性・安全性の向上を実現する最新の製造装置・
調理システムなどを集中展示、カタログだけではわからないディテールや操作
性をご自身の目で見て確かめていただける機会です。

関西・西日本では唯一最大の「食品関連産業の総合見本市」として高いご評価をいただいてい
るFABEX関西。2017年はFASE関西との連携を強化し、ファベックス関西および関西デザート・ス
イーツ&ベーカリー展に出展の機械・機器・システムなどを集約したFABEXフードテック関西を新
設。食品製造に関する技術総合展「フードマシナリー関西」として規模を拡大して一体運営します。

※FABEX関西2016結果報告書より
※同時開催展を含む3展合計

総来場者数

35,508人

日刊工業新聞社と日本食糧新聞社の共同開催  で実現した食品製造に関する技術総合展

来場者業種別内訳 ※FASE関西の来場者データは含まず

「媒体を持つ主催者」の強みを活かし、来場者募集に主催者メディアを徹底活用。「日刊工業新聞」「日本食糧新聞」「月刊食品工場長」
などの紙面やメールマガジンを駆使して、フードマシナリー関西の出展社が期待する来場者層に向けた情報発信を的確に実施します。

業種別購読者層職種別購読者層

発行部数

94,500部
発行部数

420,000部

食品関連企業の経営者、管理職、営業担
当者、製品開発及び研究技術者が主な読
者層です

研究・開発・製造や経営企画、
営業担当者などが主な読者層です

日本食糧新聞

その他
28％製造部長 8％

社長
17％

製造部門
勤務者
21％

工場長
26％

発行部数

49,500部

日刊工業新聞

その他
9.4%調達・購買

2.6%

営業・販売
16.4%ITサービスの企画・

設計・運用管理
8.5%

経営・企画・総務
30.4%

研究・開発・
製造
32.7%

その他 2.6%
団体・官庁 2.4%
機械・資材 8.5%
酒類製造 6.1%
食肉・乳製品・油脂 5.8%
製粉・粉加工品 7.3%
し好飲料・製菓 5.2%
各種調味料 8.3%
レトルト缶・びん詰・冷凍食品 10.2% 農水

加工品
12.2%

酒類・
食品販売
（小売・卸含む）
31.4%

その他
5.9%給食 4.5%

小売
8.3%

和洋菓子店
10.9%

中食
11.6%

カフェ・
ベーカリー
13.5%

食品メーカー
15.7%

外食
23.8%

菓子・パンメーカー 5.8%

「日刊工業新聞」と「日本食糧新聞」「月刊食品工場長」の購読者層に幅広く訴求！

35,000人を超える来場者！ 430社・650小間の出展規模！
「食の総合展示会」として5展一体開催の相乗効果

食品工場や外食、中食、スーパーマーケットの
製造･加工･調理現場の業務改善提案を集中展示！

来場者の約6割が顧客ターゲット

11,638人
12,103人
11,767人
35,508人合　計

10/18火〈晴〉
10/19水〈晴〉
10/20木〈晴〉

FABEX関西2016来場者数（合同開催展共通）

◆ 構成展示会 第2回 FASE 関西2017（食品工場自動化・安全機器展）
  主催 ： 日刊工業新聞社
  第1回 FABEXフードテック関西2017
  主催 ： 日本食糧新聞社
◆ 開催日時 2017年10月11日（水）～13日（金）10：00～17：00（3日間共通）
◆ 開催会場 インテックス大阪 1・2・3号館
◆ 入 場 料 4,000円（税込）※業界関係者のみ入場可、招待状持参・事前来場登録は無料

※同時開催展を含む

アイプラント 設計課
アイン食品 生産部
秋田製麺所 本社
浅井缶詰 品質管理
あさの 生産技術部
アサヒフーズ 製造本部
味の素パッケージング 関西工場
ADEKA総合設備 事業本部営業所統括部明石営業所
イサミ岡山フードプロダクツ 製造部､品質保証室
伊藤食品 清水工場
伊藤忠製糖 製品室
伊藤ハムウエスト 九州工場包装部
伊藤ハム 六甲工場､西宮工場製造部包装2課
伊藤ハム米久ホールディングス 品質保証部 社外生産監査室
イトメン 製造部
井上天極堂 製造部
植垣米菓 品質管理室
ハウスウェルネスフーズ 生産SCM本部生産部製造グループ
エースコック 品質管理室
エールフーズ 製造
SD食品 品質管理部
エヌケイエンジニアリング 営業部
エム・シーシー食品 商品本部 技術開発
大崎水産 製造部
大塚食品 本社
大ツル 管理部 

岡村製油 工務部
奥野製薬工業 食品製造部
オジカソース工業 製造・商品開発
小浜海産物 製品事業部
オリエンタル酵母工業 技術・研究・品質保証本部、品質保証部
オルト 品質管理室､製造事業部 
黄金糖 製造部
香住鶴 製品部
香住食研 営業部
カタギ食品 寝屋川工場生産課
加藤産業 上郡工場
カネハツ食品 佃煮煮豆製造部
カナリー 管理
カネカ 食品事業部 品質保証グループ品質保証チーム
カネカサンスパイス 生産部滋賀工場
カネテツデリカフーズ 生産本部 生産技術課
カバヤ食品 品質監理部
関西製糖 生産管理部
関西ダイエットクック 管理
関西ボトリング 工場
神崎フード 製造部
菊正宗酒造 製品部製品グループ
紀州総合食品 品質管理部第2課
北川本家 生産本部
北山食品工業 製造
キユーピー 生産本部生産技術部

共栄フード 富田林工場 焙焼ライン
京菓子処鼓月 商品企画部
京都栄養化学研究所 製造部
京都グレインシステム 設備改善チーム
キング醸造 生産管理部管理開発課管理係
クックデリ 業務支援部 品質管理グループ
熊本菓房 生産部
クラウン・フーヅ 製造部
くらこん 製造本部 枚方工場
ケイエス冷凍食品 品質保証本部
月桂冠 醸造部
源気山畜産 営業部販売促進課
ケンコーマヨネーズ 生産課工務
神戸屋 生産技術部
甲陽化学工業 品質管理課
光陽レース 食品部
ゴールデンサービス 生産部
伍魚福 品質保証本部
九重味淋 製品部
寿製菓 浦津管理
小西製薬 製造部
小林製薬 製造本部 大阪工場
コモ 製造部 品質保証課
近藤造酢 製造部資材課
堺共同漬物 品質管理室
佐川製菓 機械管理

サクラ食品工業 営業本部営業企画部
サニー食研 製造部、総務部
さぬき丸一製麺 生産管理グループ冷凍食品・冷凍パスタ
サミット 品質管理課
澤田食品 製造部
三共 上野営業所
三興食品工業 セールス部
サントリー酒類 市場開発本部 グルメ開発部
サントリー食品インターナショナル 商品開発部
サンパッック 営業部
サンヨーフーズ 生産本部
ジェイエイフーズみやざき 管理部
J－オイルミルズ 神戸工場 TPM推進室
紫香楽製菓本舗 製造部
シノブフーズ 管理本部
シュゼット 品質保証課
旬菜デリ 昭島事業所
正田食品 松阪工場生産部品質管理課
昭和産業 生産課 製油ユニット
シルビア 管理部 
真誠 第一生産グループ
菅哉物産 品質管理部
ストラパック 国内営業本部大阪支店
セイユーコーポレーション 代表者
攝津製油 油脂工場 食品グループ
セントラル製粉 生産部 製粉課

せんにち 工場管理課
麺素 開発・品質管理部
第一化成 生産部
大円食品工業 営業管理本部商品開発部
ダイドードリンコ 広報・IR部
太邦 製造課
大松食品 経営統括本部
太陽食品 商品部
タカキベーカリー 生産本部エンジニアリング部
高橋食品工業 製造部
宝製菓 製品開発部
田中食品興業所 本社工場
タナカバナナ 製造部
玉乃光酒造 生産部
中部フーズ 製造部工務課､品質保証部表示管理室
ニチレイフーズ 関西第2工場品質保証グループ
月島食品工業 生産本部神戸工場製造課
ツジコー アグリ事業部
デイリーフーズコーポレーション 海外事業推進部
デリカウイング 生産本部
デリア食品 生産本部安全環境部
東誠 営業
東洋ナッツ食品 本社工場 プロセッシンググループ
トーラク 生産本部生産支援部
ドトールコーヒー 関西工場包装課
トリイパン粉 製造部

長岡香料 製造二課
中村藤吉本店 営業部物流課
ナニワ 営業部
丸中製菓 製造部
なんつね 技術G
西山 製造
日澱化學 研究開発室
ニチレイフーズ 関西工場技術グループ
ニッカウヰスキー 西宮工場
日清シスコ 生産本部大阪工場
日新製糖 今福工場工務部
日世 プレスト生産部 製造課
日成興産 生産本部 製造部
新田ゼラチン ゼラチン事業部 生産部 製品課
日本クリニック 中央研究所品質管理課､宮津工場製造部
日本たばこ産業 製造部 原料加工担当
日本ピュアフード 品質保証室
日本ジフィー食品 品質保証部品質管理課
日本調味食品 製造部 施設保全課
日本澱粉工業 食品製造部 葛きり・春雨製造工場
ネスレ日本 生産本部､工務部､調達グループ
ばいこう堂 企画部
バイホロン 製造部 技術グループ
パイン 製造部、製造-工務課、
ハウス食品 生産技術部
白鶴酒造 原酒工場

播田屋 製造
ハンシンデリカ 本社工場
比叡ゆば本舗ゆば八 守山工場品質管理課
ヒガシマル食品 生産管理課
ヒガシマル醤油 研究所検査課
ヒロタソース 営業部
ファインフーズ 生産部本社工場
フィード・ワン 関西工場
富士カプセル 開発本部 エンジニアリング部
フジコンフェ 営業部
不二製油 品質保証部
フジッコ 製造部生産技術課
フジデリカ・クオリティ 品質保証室
フジパン 施設
藤本食品 製造部滋賀工場
ベストーネ 食品センター 製造部
ベル食品工業 製造部担当
北条製餡所 製造部
増田製粉所 製造部 包装グループ
松商 営業
マツモト 製造部
マツモトフーツ 製造部
丸大食品 資材部設備課､岡山工場
マルトモ 愛媛工場､品質保証部
マルニ 営業部
三宅製粉 品質管理部

味覚糖 生産システム開発セクション設備改善チーム
美盛 製造部
三嶋フーズ 企画営業
三鈴工機 FFA営業部
南アルプスワインアンドビバレッジ 開発部
三輪 製造部
向井珍味堂 品質管理課
向新 商品開発室
武蔵野ホールディングス エンジニアリング部
明治 品質管理課
明治ベーカリー 品質管理
名阪食品 仕入部
メロディアン 生産本部
メロディアンメンテ メンテナンス課
森田泰商店 経営企画
モロゾフ 経営統括本部品質保証部
野洲化学工業 製造部
山崎製パン 施設本部
ユニ・チャーム 品質・環境・安全推進室
吉田商事 社家工場
よつ葉乳業 十勝主管工場チーズ工場チーズ2課
ライフコーポレーション 品質保証部 南港品質保証課
理研食品 製造部環境保全グループ
理研ビタミン 製造2課2係
ロート製薬 アグリ・ファーム事業部 技術開発G
六甲バター 品質保証部､生産本部エンジニアリング部設備開発チーム

産業総合紙として産業機械やロボット分野の展示会を主催する
「日刊工業新聞社」と、食品産業専門紙として食品業界や製造工場に
幅広いネットワークを有する「日本食糧新聞社」が、
関西で食品製造に特化した機械・技術展を共同開催致します。

開

催

概

要

2号館
1号館

２０１７

3号館

会　場
構成図
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自動化装置、搬送機器・技術、水処理装置、排水設備、殺菌装置、
洗浄装置、乾燥機、遠心分離機、掃除機、空調機器、食品ロボット・ハンド、
周辺機器､システムインテグレーター、その他食品関連装置

出 展 対 象

新聞・雑誌
①産業総合紙「日刊工業新聞」に広告を掲載し、来場を促し
ます。
②「新製品情報」「新製品カード」「機械技術」「中国総覧」など
の雑誌に広告を掲載し、来場を促します。

ダイレクトメール
①日刊工業新聞社独自のDMリストを用いて、招待状を送
付します。

②出展社から顧客に送る招待状を､1小間につき招待状
300枚､封筒150枚を提供します。

インターネット
第2回FASE関西2017のホームページを開設し、出展社の
紹介や併催事業など情報を発信します。

電子メール
日刊工業新聞社のデーターベースのうち関係する業界（食品
メーカー､機器・器具メーカー､商社､小売り）などに来場案内
のメールを複数回配信します。

ポスター
出展社や後援などの関係団体にポスターの掲示をお願いします。

来場促進のためのPR活動

自動機器分野

監視カメラ、トレサビリティシステム、生産ライン管理システム､入退室管理システム、勤
怠管理システム､私物管理システム、X線検査機器・測定器、防虫システム､防塵システムフードセーフティー分野

包装機器、ラベル張り機、シール機、包装材料加工機、印刷機､梱包機器・技術包装機器分野

　食品に異物が混入する事

故や事件が続き、世間を騒

がせました。食品は毎日口

に入れるものだけに､安全

性向上に対する要望は高

まっています。一方、食品業

界は手作業が多く､他の産

業に比べ生産性が低いのが

現状です。そこで日刊工業新聞社では「安全で生産性の高い食品工場を目指

して」をテーマに昨年に続き､「第2回FASE関西2017（インテックス大阪）」を

開催致します。前回はフードセーフティー機器や包装機器、食品ロボットなど

48社124小間の出展がございました。

　今回はこれを上回る80社200小間の出展を目指し､来場者も前回を上回る

4万人（同時開催のファベックス関西などとの合計数字）を目標としています。

ぜひこの機会に本展示会にご出展いただき､関西での新たな市場開拓にお役

立て下さい。

自動化関連 フードセーフティー関連 植物工場関連

前回出展社一覧 出展社数48社

自動化
（株）アバールデータ
アルトリスト（株）
春日電機（株） 
川崎重工業（株）
（株）キューケン
シーシーエス（株） 
鈴木油脂工業（株）
ストーブリ（株） 
（株）大高商事

（株）大日ハンソー
滝川工業（株） 
中興ベルト（株）
トクデン（株）
ファナック（株）
（株）フジトク
藤本油化（株）
（株）前田シェルサービス
（株）マスターマインド
（株）リヴァックス

フードセーフティー
赤門ウイレックス（株）
（株）アタゴ
アラム（株） 
アンリツインフィビス（株）
飯島電子工業（株）
（株）イノベックス 
（株）ケット科学研究所
（株）サンロード
三和建設（株） 

（株）システムスクエア
椿本興業（株）
東洋スクリーン工業（株） 
ニッカ電測（株）
一般財団法人日本食品分析センター
（株）パイオニア風力機
三菱電機（株）
（株）モキ製作所
（株）リンクアンドシェア

包装機器
アンドウケミカル（株）
板橋工業（株）
岩崎通信機（株）
（株）サーモライト
シール栄登（株）
（株）TOSEI

公的機関など
先端農業連携創造機構
帝塚山学院大学
（株）日本政策金融公庫大阪支店
一般社団法人日本ロボット工業会/経済産業省
（株）日刊工業新聞社

　第1回FASE関西2016では生産性向上や近年の労働市場の変化に対応した自動化や食の安全・安心に係わるフードセーフティ、

安全な食料の供給、食材の周年供給のための植物工場をテーマにした13のセミナーを実施し用意した150席も満席になるほどでした。

来場動員を促進する多彩なセミナー

❶食品産業におけるロボット導入の期待と国
の支援策について〈経済産業省〉

❷食品工場におけるロボット導入の
現状と課題〈ストーブリ（株）〉

❸ファナックロボットの最新技術と食品工場へ
の導入事例〈ファナック（株）〉

❹生産変動や人手不足に応えるロボット派遣  
〈川崎重工業（株）〉

❺食品メーカーから見たロボット導入の
効用と課題〈（株）マルヤナギ小倉屋〉

❶食品工場建設プロジェクトの進め方
～HACCP取得工場新築の事例～〈三和建設（株）〉

❷HACCP義務化に何が必要か̶食品機械・器具等
に求められること〈（一財）日本食品分析センター〉

❸食品産業におけるセキュリティー導入
による食品防御の強化〈三菱電機（株）〉

❹食品企業に求められる“異物混入”への総合
的対策〈アース環境サービス（株）〉

❺異物混入対策のための金属検出機とX線検
査機の最新情報〈アンリツインフィビス（株）〉

❶外食産業・食品業界の経営を変える・・・植物工
場野菜〈パナソニック（株）AVCネットワークス社〉

❷LED植物工場の普及に向けて「大型工場か
ら地産地消型工場まで」〈昭和電工（株）〉

❸LED植物工場の技術動向と採算性を考慮し
た運用方法〈（一財）社会開発研究センター〉

※❷、❸はモノづくり日本会議が「農商工連携
勉強会in大阪」として実施。

◆来場の目的は何ですか。
新製品の情報収集
新技術の情報収集
業界動向の把握
取引先との交流
セミナーへの参加

製品購入
その他 8%

4%
12%
16%

26%
26%

51%

来場者アンケート（回答者916人）※複数回答あり

◆どの展示ゾーンに関心を持たれましたか。
自動化

フードセーフティー
包装機器

公的機関など 2%
20%

31%
49%

◆来場の目的は達成できましたか。
まあまあ達成できた
十分達成できた

あまり達成できなかった
どちらとも言えない
全く達成できなかった 0%

9%
11%
13%

65%

◆来年もＦＡＳＥ関西に来場されますか。
来場したい

どちらとも言えない
来場しない 2%

30%
68%
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主催者メディアの徹底活用
媒体を持つ主催者（日本食糧新聞社）の強みを活かし、開催
告知・来場者募集をあらゆる機会を通じて強力にプロモート。

メールマガジンの配信
「ファベックス」「デザート・スイーツ&ベーカリー展」の過去
来場者、約50,000人に対し定期的に配信。

告知ポスター1,000枚の掲示
出展社、後援団体（15団体）・協力団体（78団体）の食品関
連の業界団体へ配布。

Webサイトによる情報発信と活用
公式ホームページによる展示会情報の発信、関連団体への
リンクバナー掲出、Web広告。

招待状20万枚以上を配布

「食」のメディアを中心としたプレス関係者への告知とPR

来場促進のためのPR活動

業務プロセスの改善に意欲を持った経営者･責任者などが来場。
実機によるデモとプレゼンテーションで、新規顧客へのアプローチ、
見込み顧客のクロージングまでを実現。

ターゲットは関西･西日本。食品製造工程の様々な課題を解決する最新の
機械･システムをインテックス大阪で一大展示！

日本食糧新聞社主催のセミナー・講演会・表彰事業・展示会◆場　　面
【電子新聞】日本食糧新聞　【HP】食の情報源／食サーチ◆画　　面
日食フードジャーナル◆動画配信

日本食糧新聞、月刊食品工場長、月刊食品新製品トレンド、
外食レストラン新聞、JMニュース、
世界の菓子PCG（協同組合全日本洋菓子工業会）など

◆紙　　面

再び関西で食品機械の展示会を！「食品製造にかかわる最

新技術･最新機器の情報･動向を、大阪でも見たい」との来場

者の声と、「関西エリアの食品工場担当者に自社製品･技術の

実演を見て頂きたい。」というメーカーの要請にお応えして立ち

上げる新しい展示会です。

FABEXフードテック関西とは･･･

1

仕様・見積・納期の
打ち合わせ など

課題解決のための
技術相談

製品・技術の
見学・確認

FABEXフードテック関西2017

関西･西日本の食品工場や生鮮プロセスセンター、セントラ

ルキッチンを対象に、経営者層や工場長、設備機器担当者、

生産現場関係者などに対し、食品機械やシステムをダイレクト

に展示･PRできる関西唯一の展示会です。

2

同時開催となるFABEX関西は、過去4回の開催を数え年々

規模を拡大し、前回は初開催のFASE関西（前ページ参照）を

加え、433社/630小間、来場者数35,508人となる関西随一

の食の総合見本市として定着･発展を続けています。

3

日本の食品産業界の発展を応援する雑誌

として、食品工場の最新情報を毎月掲載。食

品メーカーの社長や食品工場長への取材を

通し、食品産業界の経営者層や管理責任者

等に幅広いネットワークを構築しています。

4

関西で毎年開催する
“食品機械”のための展示会！

工場新設や設備機器更新の
需要に対応する新提案の場！

関西･西日本最大級の“食”の
総合見本市としての開催実績！

「月刊食品工場長」の読者層と本展来場対象も合致！
見どころ紹介も掲載

食品メーカー
製菓・製パン
冷凍食品
製粉・麺
弁当・惣菜
食肉加工
水産加工
野菜加工

スーパーマーケット
外食チェーン
流通・商社
民間・産業給食

来場対象

製パン・製菓機械
食肉加工機械
水産加工機械

農産物加工機器・洗浄機
製麺機械・機材
弁当・惣菜製造機械
調理食品・冷凍食品製造機械

豆腐・油揚製造機械
漬物機械

乳製品製造機械
製粉機械
原料処理機械

その他食品製造・加工機械

殺菌・減菌機
冷蔵・冷凍装置
解凍装置

その他関連機器・装置

出 展 対 象

食品製造・加工分野 鮮度管理・品質保持分野

※写真は前回開催時のものです。


